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震災と津波で分断された「道」、

生活、そして社会活動
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「復興」へ、

大規模土木事業は進んでいるが…

撮影:筆者



人と物の移動・交流を作る

「交通」の再生・新生プランは?

国土交通省HPより
「よみがえれ!陸奥の鉄道」より

道路 鉄道



今から求められる「個の移動」

の新たなコンセプトワーク

� 「復興」に超巨額資金が投入されているにも関わらず、リアルな「移動」の

ための施策・資本投下はほとんどないのが実情。

� 大型投資がこのままでは、今までの「クルマに頼る」人と物の移動が再建

された舞台で繰り返されるのみ。むしろ「職・住」が離れることで生活の中

で「移動」に関わる負荷は増えるのでは?

� 公共交通インフラの衰勢はむしろ強まる? =路線の寸断は回復せず、連
携・連絡はむしろ悪化したままになるため。

� 「持たざる人々」(クルマと運転免許を)にとって、個々のニーズに応じてフ
リークェントに移動する手段が限られる状況は、むしろこれまで以上に厳

しさを増す。

しかし、一方で…

� 新しい住処、新しい生活圏とサービス、新しいインフラが形作られつつあ

るこの段階こそ、「移動」も新しいシステム、ネットワークを発想し、デザイ

ンし、導入して根付かせる「好機」。

� まずは「現況」を見つめることから。



「個の移動」を難しくする

大地改変型の復興計画
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撮影:筆者



「高台移転」は成功するか?

－東松島市野蒜地区の状況
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このまま「復興」を進めても

「住みにくい」生活の場ができるだけ?

� 四角錐状台地ブロックに上り下りする移動なしに生活は維持できない。

谷間底に道が通り、その上に何本かの橋が渡る。それだけでは、日々

の移動の中で「回り道」せざるをえない状況が多発する。

� 孤立する台地の面上以外、その間や周辺をカバーするエリアの移動

は、自動車に頼ることになる。「近隣と触れ合いつつ日々の生活を送

る場」としては、徒歩を主体に生活が展開できるタウン・デザインが求

められるのに対して、各地で進められている「嵩上げ」街区計画では、

居住者の関係が台地面内だけに絞られ、人工的な環境と合わせて、

そこに根付く心理が育たない可能性が高い。老化が急速に進行する

都市外郭「ニュータウン」とも同様の状況。

� もちろん、自動車を持ち、運転して移動することができない人々（免許

取得年齢以下の若年層、高齢者）にとっては日常の行動圏を台地面

外に広げることが困難になる。



今が、「交通の専門家」が動く

べきタイミングでは?

� 「嵩上げ」台地ブロックに分断された「再開発」が既定方針となったこと

で巨大資金が投入され、急速に進行している。（とはいえ、そこに住み、

生活基盤が整うまでにはまだ3～5年、あるいはそれ以上を要するが
…)

� 一方、その「大地改変型復興」から取り残される(巨大な防潮堤で、生
活の場である海から切り離されるが)地域・集落も多い。(資金投下が
話題性の高いポイントに集中している。)

� この、土木+街区計画だけの発想から進められている「復興」に、『血
を通わせる』ことができるのは、「個の移動」レベルにまで踏み込んだ

交通=人流+物流である。

� 個々の状況にカスタマイズしたミクロレベルの交通システムの創出に

向けて、サーベイ～プランニング、そして様々に働きかけて、現実化に

進む行動を開始すべきタイミングである。



地域交通の「将来像」も、

「個の移動」のシステム構築は「?」



旧来の個別手段提供から踏み出し、

最良の移動をプロデュースできないか?

例えば、BRT

撮影:筆者
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「今、使える」テクノロジーを

組み合わせるだけでも…

＋＋＋＋

＝＝＝＝ ?!
撮影：筆者
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ＩＴＳも、「個人移動の最適化」

のためのツールへ

� 個別の状況:環境と手段→調査と整理で描き出す。

� 個人個人のニーズ=「行きたい時に、行きたい所へ」

→その把握にもITSの技術・システムが活用できる。

� 「身のまわり」ゾーン+生活圏(職場・学校・買い物・病院…)エリア
+“お出かけ”エリアに拡がる交通ネットワークを構成する。

→公共交通(ラージサイズ～マイクロサイズ)の調整と連携

→ボランティア(等)による移動手段の提供・連携
=継続性が不可欠←社会的認知+法的整備・行政の認知・支援…

� 「いつ、どこへ」に応じて「最良の手段(色々な意味・選択がある)」を
提供するコミュニケーション・システムの構築

→最新デバイスも使いやすく。

� 柔軟性に富んだ新たな交通システム(ハード&ソフト)の創出

「ひながた」は身近にある。「ひながた」は身近にある。「ひながた」は身近にある。「ひながた」は身近にある。

撮影:筆者



新しい生活の場に

新しく、自在な「個の移動」を

� これが創出できれば、そのシステムも、システムを築き上げるプロ

セスも、日本全体に現出している／これから直面する、様々な状況

に適用・展開できる。

� 地方都市とその周辺地域（過疎化・高齢化…）はもちろん…稠密な
交通網がある都市圏でも、高齢化・独居世帯の増加や、仕事と子

育ての両立、などこれから直面する社会構造の変化に対して、そ

れらを支える「個の移動」システムが必要になる。

� 移動のニーズを把握／創出し、移動の手段（必要なら移動のニーズを把握／創出し、移動の手段（必要なら移動のニーズを把握／創出し、移動の手段（必要なら移動のニーズを把握／創出し、移動の手段（必要なら

ばそれも創出）と結びつけ、ネットワーク化し、新たなシばそれも創出）と結びつけ、ネットワーク化し、新たなシばそれも創出）と結びつけ、ネットワーク化し、新たなシばそれも創出）と結びつけ、ネットワーク化し、新たなシ

ステムを形づくることで、「自在な移動」を実現する。ステムを形づくることで、「自在な移動」を実現する。ステムを形づくることで、「自在な移動」を実現する。ステムを形づくることで、「自在な移動」を実現する。

＝「ミクロ・レベルに入り込む」新たなＩＴＳのコンセプト。＝「ミクロ・レベルに入り込む」新たなＩＴＳのコンセプト。＝「ミクロ・レベルに入り込む」新たなＩＴＳのコンセプト。＝「ミクロ・レベルに入り込む」新たなＩＴＳのコンセプト。


